




ちば民児協だより 67 号

昭和 55 年 12 月、民生委
員委嘱。現在、35 年目。
東深井中学校区民児協会
長及び流山市民児協会長
ほか、平成 23 年１月より
県民児協会長を務める。
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皆
さ
ん
は
、
非
常
時
に
備
え
て
、
自
身
と

家
族
用
の
備
品
を
整
え
て
い
ま
す
か
？

　

消
防
庁
の
「
わ
た
し
の
防
災
サ
バ
イ
バ
ル

手
帳
」
に
よ
る
と
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
て

準
備
す
る
こ
と
を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
が
「
非
常
持
ち
出
し
品
」
で
す
。

こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
自
宅
か
ら
避
難
所

等
に
避
難
す
る
際
に
、
最
初
に
持
ち
出
す
も

の
で
す
。
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
玄
関
等

の
日
常
的
に
使
用
す
る
家
の
出
入
り
口
付
近

に
置
い
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
移

動
に
支
障
が
な
い
程
度
に
限
定
す
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、「
非
常
備
蓄
品
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
、

自
宅
避
難
の
際
や
停
電
時
等
の
た
め
に
備
え

て
お
く
も
の
で
す
。
こ
の
時
、
備
え
置
く
量

の
目
安
は
、
復
旧
ま
で
の
数
日
間
（
３
日
）

分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
、
自
主
防
災
組
織
等
で

備
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
各
世
帯
で
備
え
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

災
害
時
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
る
前

に
、
何
よ
り
も
ま
ず
自
身
と
家
族
の
安
全
を

守
る
た
め
の
準
備
で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
備
品
の
整
備
や
家
具
の
転

倒
防
止
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
見
直
し

や
点
検
等
を
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

しているとのことです。備品は、主に防災特設コー

ナーのあるホームセンターがおススメとのこと。

　非常持ち出し品と非常備蓄品は、玄関付近に置い

ていますが、これとは別に庭の物置にも若干の備蓄

品を置き、分散させているようです。

　なお、流山市民児協では、全委員に「非常持出品」

や「家庭常備品」一覧を配布し、日頃から各自で整

えるよう心がけているようです。

　下記写真は、非常持ち出し品の一部。この他、笛

などの日常的な携行品に加え、通帳等の貴重品を入

れた袋、災害時要援護者台帳などの個人情報に属す

資料を入れた袋、衣類（３日分）等が加わります。

　主に、消費期限のある食品等については、１年に

１度は入れ替えを行い、あわせて備品のチェックを

非常用物品非常用物品を
整える

　万が一に備え、あらかじめ備えておきたい非常用物

品。このコーナーでは、県内委員が家に備え置く備品と、

消防庁のチェックリストをご紹介します。

４
特 集

大野トシ子会長の非常持ち出し品



４ 非常用物品を整える

昭和 58 年 12 月、
民 生 委 員委嘱。
現在、32 年目。
八木中学校区民
児協会長ほか、
流山市民児協副
会長等の要職を
務める。

非常用飲
料水入れ

折畳み式ヘルメット

防災袋（リュック）

甘いもの（アメや
チョコレート）

水を入れると温かく
なるヒートパック

石油ストーブ ドライシャンプー

非常用トイレ袋 運動靴 避難所で子どもが遊
ぶための折り紙等

（右写真の）非常持ち出し品とは別に、
玄関傍のクローゼットに置いてある。

（下写真左手に見える）銀色の防災袋
に入れて、玄関のところに備え置き。

衣類等

～チェックリスト～

非常用物品非常備蓄品

非常持ち出し品

　消防庁が提示する非常用物品のリス
トです。このチェックリストを基本に、
ご自身の家庭で必要なものや民生委員
として必要なものなどを加えていきま
しょう。
（出典）「わたしの防災サバイバル手帳」

下着２～３組

衣類（スウェット上下、
セーター、フリース等）

携帯用飲料水

飲料水９ℓ（１日３ℓ×３日分）

ご飯（アルファ米）４～５食分

ビスケット１～２箱

板チョコ２～３枚

救急用品（常備薬・消毒液・ガーゼなど）

ヘルメット・防災ずきん

軍手（厚手の手袋）

懐中電灯

衣類（セーター・ジャンパー類）

食品（カップ麺、缶詰、ビスケット、
チョコレートなど）

貴重品（預金通帳、印鑑、現金など）

下着

毛布

携帯ラジオ・予備電池

マッチ・ロウソク（水でぬれ
ないようビニールでくるむ）

使い捨てカイロ

ウェットティッシュ

筆記用具（ノート、えんぴつなど）

ミルク（小さな子どものいる世帯）

紙おむつ（小さな子どものいる世帯）

ほ乳びん（小さな子どものいる世帯）

乾パン１～２缶

缶詰２～３缶

（復旧までの数日間を支えるもの・一人分）

　一人最低３日分は用意しておきましょう。年に一度はチェックして新しいものと交
換しましょう。

（災害発生時に最初に持ち出すもの）

１

２

　「災害時一人も見逃さない運動」が始まった平成 18 年頃か

ら、少しずつ非常持ち出し品と備蓄品をそれぞれ整えてきた

そうです。また、小山家では、非常持ち出し品を「（右写真・左手）

防災袋」にまとめ、家族の人数分を揃えています。

　最近では、「折畳み式ヘルメット」を購入。

非常用物品

非常持ち出し品非常備蓄品

小山絹子さんの非常用物品




